
学校番号 205 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編 現代文Ｂ （大修館書店） 

副教材等 
書き込み式 漢字ベーシック 漢検対応 改訂版 （明治書院） 

パスポート国語必携 四訂版（桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業の冒頭に漢字や語句の小テストを行う。漢字は漢字検定３級から２級の問題が中心なので、こ

れを学ぶことにより、就職や進学に必要な基礎的な国語力を着実に身につけてほしい。また、さま

ざまな文章の趣旨を正確に読み取り、それに対する自分の感想や意見を述べられる思考力、表現力

を身につけてほしい。発問には積極的に答えることが求められる。 

 

２ 学習の到達目標 

就職試験や推薦入試に対応できる基礎的な漢字や語句の読み書きの力をつける。様々な文章の要旨

を正確に読み取る力をつける。また、それに対する自分の感想や意見を的確に述べ、わかりやすく

まとめて書けるようになる。その前提として、自分が一方的にしゃべるだけでなく、静かに落ち着

いて人の意見を聴く態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

様々な文章に向

き合い、主体的に

読み取ろうとす

るとともに、言語

を用いて自分の

考えや意見を適

切に表現しよう

とする。 

目的や場に応じて

効果的に話し、他

者の意見を落ち着

いて聞くことで、

自己・他者相互の

適切なコミュニケ

ーションを取るこ

とができる。 

題材に応じて自

分の意見・考え

を深め、それを

適切な日本語を

用いて明確に記

述することがで

きる。 

様々なジャンル

の文章を記述や

背景をふまえて

正 確 に 読 み 取

り、自己の考え

を深めることに

役立てている。 

言語や文字、文

学についての正

しい知識を身に

つけているとと

もに、言語文化

に対する理解を

深めている。 

評
価
方
法 

・観察 

・課題提出 

・観察 

・発表 

・課題提出 

 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期
（前
半
） 

ひ
か
り
の
ど
け
き
春
の
日
に 

・古典文学や日本の伝統に対

する興味を広げる。 

・古典に対する筆者の考えを

読み取る。 

・古典の現代における意味や

日本文化の特質について考

える。 

○  ○ ◎ ○ 

a: 古典文学や日本の伝統に興

味をもち、古典に親しむ態度を

養えたか。 

c: 本文の内容を文章にまとめ

ることができたか。 

d： 筆者の主張を読み取ること

ができたか。 

e:語句の意味を正しく理解でき

たか。 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

殺
し
文
句
は
永
遠
に 

・古典文学や日本の伝統に対

する興味を広げる。 

・古典に対する筆者の考えを

読み取り、自分の意見を持

つ。 

・古典の現代における意味や

日本文化の特質について考

える。 

○  ○ ◎ ○ 

a: 古典文学や日本の伝統に興

味をもち、古典に親しむ態度を

養えたか。 

c: 本文の内容についての自分

の考えを文章にまとめることがで

きたか。 

d: 筆者の主張を読み取り、論

の展開を理解することができ

たか。 

e:語句の意味を正しく理解でき

たか。 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

１
学
期
（後
半
） 

こ
こ
ろ 

・場面を適切に読解し、篭城

人物の心理をを読み取る。 

・作品を読み深め、自分なり

の観点から作品の意義を考え

る。 

・作品に描かれた時代背景及

び作者について理解する。 
○  ○ ◎ ○ 

a: 小説の面白さを味わい、主体

的に鑑賞しているか。 

c: 作品の内容や登場人物の心

理を自分なりに文章にまとめ書く

ことができたか。 

d： 登場人物の心理や描かれた

内容の意味を読み取ることがで

きたか。 

e: 作品に描かれた時代背景、

作者について理解することがで

きたか。語句の意味を理解する

ことができたか。 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

２
学
期
（前
半
） 

短
歌
・俳
句 

・近現代を代表する短歌・俳

句を読み、表現を味わう。 

・作品にうたわれている心情

や情景を読み取る。 

・歌人や俳人に興味をもち、

作品や人生について調べる。 

○ ◎  ○ ○ 

a: 音読して作品に親しめたか。 

b: お気に入りの作品をひとつ選

び、その解釈と鑑賞を効果的に

発表することができたか。 

ｄ: 短歌・俳句作品の内容を読

み取ることができたか。 

e: 俳句や短歌の基本的な約束

事を理解できたか。 

・観察文章 

・発表 

・課題提出 

・定期考査 



家
族
化
す
る
ペ
ッ
ト 

・現代における家族のあり方

の問題点について筆者の主

張を読み取る。 

・現代社会に対して自分なり

の問題意識を持つ。 

・語句の意味を正しく理解し、

漢字を正しく読み書きする。 

○  ○ ◎ ○ 

a: 社会学的な思考を学び、幅

広い分野に知的関心をもち、視

野が広がったか。 

c: 読み取った内容について自

分なりの言葉でまとめることがで

きたか。 

d: 現代社会に関する論考を的

確に読解することができたか。 

e: 社会学的な用語を正確に理

解する。 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

２
学
期
（後
半
） 

お
ぼ
ろ
月 

・登場人物の心の動きを読み

取る。 

・構成上の工夫に気づき、小

説の魅力を理解する。 

・人情の機微に触れ、人と人

とのつながりを考える。 

○  ○ ◎ ○ 

a: 小説を読む面白さ、楽しさ

を味わえたか。 

c：作品を読んで感想を的確に

書くことができたか。 

d: 人物・心情・情景を表現に

即して読み取れたか。 

e: 語句の意味を正しく知り、

時代背景を理解できたか。 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

３
学
期 

鉄
道
員 

・小説作品を読み、その魅力

を味わう。 

・小説の特色に気づく。 

・作品を読み、味わったことを

ふまえて自分なりの感想を短

くまとめ、人に伝える。 

 

○  ○ ◎ ○ 

a: 小説を読む面白さ、楽しさ

を味わえたか。 

c：作品を読んで感想を的確に

書くことができたか。 

d: 人物・心情・情景を表現に

即して読み取れたか。 

e: 語句の意味を正しく知り、

言葉の使い方を理解できたか。 

・観察 

・課題提出 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力      e:知識・理解 

 

 

  ・単元の中で重点的に評価を行う観点について○を付けている。また、そのうち特に重点を置い

て扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）には◎を付けている。 


